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2. フェルミ液体の物性
森 田 浩 史
本論ではフェルミ液体の物性について､"低温におけるフェルミ液体の熱膨張係数"及び"2次元
フェルミ液体の物性 "という2つの問題について議論をする｡
●低温におけるフェルミ液体の熱膨張係数 約30年前､液体3Heの熱膨張係数αは温度r及び
圧力Pの関数として幾つかのグループによって測定されたoその結果､αは負の値をとりTの関数
として特異な"γ"字型の振る舞いを示すことが分かった｡αが負になることに対する理論的な説明
は､BruecknerとAtkins､Usuiらによってなされた｡しかし彼らの理論は低温の極限でのT線形
項を示したのみである｡そして近年CeA13やUPt3など幾つかの重いフェルミオン化合物のαは液体
3Heと同様に"V"字型の振る舞いを示すことが分かったo"V"字型の振る舞いに対する定性的な説
明はフェルミ液体モデルをもとにMi8a,Waによってなされた.ここでは､αの特異な"V"字型の振る
舞いをUsuiによる有限温度のフェルミ液体モデルを用いて微視的に説明することを試みた｡αをT
の関数として数値的に計算し､実験と良く一致する結果を得ることが出来た.
●2次元フェルミ液体の物性 酸化物高温超伝導体の発見以来､そのノーマルな状態はフェルミ
液体かどうかが問題とされている｡これに関連してそのモデルと考えられている-バード-ミルトニ
アンをもった2次元多電子系がどの様な理論でき改Bされるのか研究されているが現在に到るまで確
実な結論は出ていないoここでは､U8uiによる有限温度のフェルミ液体モデルを用いて-バード-
ミルトニアンをもった2次元フェルミ液体の帯磁率の温度依存性を計算した｡また粒子の自己エネル
ギー∑(p,e)の実数部分であるRe∑のe依存性を調べた.
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